
 

 

 

出演：高嶋ちさ子（ヴァイオリニスト） 軽部真一（フジテレビアナウンサー） ほか 

スペシャルゲスト：荻野目洋子 

   

〇第 1 部 クラシック ～ ビートルズメドレー 

  
 

  
 

   

めざましクラシックス in 名古屋 

事業レポート 

2 月 12 日、めざましクラシックス in 名古屋が開催されました。当日の会場の様子を

ご報告します。前回までのレポートも併せてお読みください。 

歌劇「ウィリアム・テル」序曲より 

“スイス軍の行進”で 

めざましクラシックス in 名古屋 

の幕開けです 

軽部さんと高嶋さんの 

息の合ったトークも 

めざましクラシックスの 

見せ場のひとつ 

G 線上のアリア 

交響曲第 9 番第 4 楽章「歓喜の歌」 

とつづけて 2 曲披露 



  
 

  
 

 

〇第 2 部 筒美京平メドレー ～ ショパンメドレー ～ ピアノリクエストコーナー 

  ～ スペシャルゲストコーナー ～ ラプソティ・イン・ブルー ～ アンコール 

  

   

 

弦楽器の様々な奏法の紹介 

奏法のありなしの比較など 

非常にわかりやすく 

教えていただけました 

そして軽部さん指揮のもと 

ハンガリー舞曲 第 5 番を披露 

もちろん高嶋さんから 

いろいろ突っ込まれてました 

 

そしてビートルズメドレーで 

第 1 部を締めくくります 

第 2 部は筒美京平さんのメドレー 

軽部さんは楽しそうに歌ってます 

 

もちろんここでも 

高嶋さんの突っ込みが入ります 



  

 

  

 

  

 

   

菊池亮太さんによる 

ショパンメドレーから 

来場者からのリクエストを受けた 

即興演奏 

 

まさに“超絶技巧の男”でした 

今回のスペシャルゲスト 

荻野目洋子さんの登場です 

 

1 曲目はあの名曲 

「ダンシング・ヒーロー」 

 

「Frankie」から 

ウクレレを弾きながら 

「虫のつぶやき」 

優しい音色が会場をつつみます 

ラストナンバーは 

ガーシュウィン 

「ラプソティ・イン・ブルー」 



  

 

アンコールは 

出演者全員で 

「見上げてごらん夜の星を」 

 

めざましクラシックス in 名古屋 

の幕がとじます 


